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1 はじめに

背景知識を用いて論理に基づいた制約を帰納し、これ
によってクラス上の確率分布を与える事でクラス分類を
行なう手法 [1]が注目される。本研究ではこの方法がクラ
スの決定を確率的に行なうことに注目し、属性値が欠損
した場合の補完について新しい方法を提案する。

2 述語表現を用いた確率的クラス分類

制約を与える事でそこから確率分布を構成する事が出
来る。制約Qkに節形式を用い、クラスCjとQk(節制約
CCj;k) に関して次のfj;kを考える。fj;kの経験的確率分
布の期待値 ~p(fj;k)と、学習された確率分布の期待値p(fj;k)

を等しくする節制約を見つける事で確率分布を構成する
事が出来る。

fj;k(I; C) =

(
1 : クラスC = CjかつQkを満たす
0 : その他
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とそれに対応するパラメータセット� = f�1; . . . ; �Mgである。

図 1: クラス分類の流れ

分布は式 (1)で構成される。� = f�
1
; �

2
; . . . ; �MgのM

個の各パラメータ�mは、関数fjm;kmを基にした節制約
CCjm;kmに対応している。�mは節制約の重み的役割をは
たし、fjm;km と掛け合わせた重み和によって事例におけ
る各クラスの重みを計算、確率分布を構成する。Z
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3 属性値欠損に対する提案手法

観測された事例の属性値が欠損していた場合、節制約
を当てはめることができない。そこで、確率的に属性値
を補完する方法を与える。

fj;k(I; C) =

8<
:

1 : クラスC = CjかつQkを満たす
p : クラスC = Cjかつ属性値が欠損している

属性を除いたQkを満たす
0 : その他

属性値欠損によってQkを満たさなかった事例をそのま
ま0にするのではなく、訓練事例における属性ごとの取り
得る属性値の各生起確率pを用いる。これによって与えた
確率から式 (1)における重み和の計算を属性値欠損に対し
て柔軟にする事が出来る。

4 実験

データベースとして属性値欠損がないものを用意し、
属性値を欠損させる。属性値欠損率を0% 5% 10% 20%

30%とし、実験を行なった。各% 毎に属性値欠損を5回作
り変えて実験を行ない、各分類精度の平均をとった。確率
的クラス分類の属性値欠損補完の有無、更にC4.5で実験
を行ない分類精度の比較を行なった。結果を図2に示す。
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図2：UCIのデータベース zoo に
属性値欠損を加えた場合の結果

実験のどのパーセントにおいても欠損補完手法有りの
方が無しの時と比べて精度の向上が見られた。またC4.5

との分類精度の比較においても勝る事が出来、欠損確率
が増すにしたがって精度が下がっていく中でC4.5 に比べ
精度の減少率が緩やかであった。

5 まとめ

本研究では、統計的な量と帰納された述語論理を用い
ることで背景知識、帰納された述語ともに利用可能な、確
率に基づいたクラス分類を行なった。そして、確率的クラ
ス分類の点から属性値欠損に対する補完を行なった。属
性値欠損に対する実験で欠損補完の有無、C4.5との比較
において本手法の有効性を示す事が出来た。
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